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5'-ATG GTG AGC AAG GGC GAG GA-3'
3'-TAG CAC TCG TTC CCG CTC CT-5'
3'-TAC CAC TCG T旦C CCG CTC CT-5'
3′-TAC CAC TCG TAC CCG CTC CT-5′
3'-でAC CAC TCG TCC CCG CTC CT-5'
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鎖交換法
(安定性+交換速度)の差
0 1 2 3 4 5
インキュベーション時Fa/min
この鎖交換法の特徴の一つは､検出温度が比較的広い範囲に設定できることである｡実際に､1
0℃程度検出温度を下げても同等な検出が可能であった｡さらに､融解温度が異なる他の配列に対す
る-塩基変異の有無も､鎖交換法では同一温度での検出が可能であった｡これらの事実から､多数
の配列を同時に解析する上で､この手法が有用であると期待している0
5.まとめ
DNA をポリアニオンとして捕らえ､カチオン性高分子との複合体形成を制御することで､DNA のハ
イブリッドの安定化や形成促進ができることがわかった｡ハイブリッド形成つまりDNAのフォールディン
グ過程を促す共重合体は､いわばテーラー メイドされた人工 DNAシャペロンと呼ぶこともできよう｡元
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｢第47回 物性若手夏の学校 (2002年度)｣
来､分子生物学において｢分子シャペロン｣という言葉は､遺伝子のクロマチン形成を媒介するタンパ
ク質に使われ始めた言葉である｡そこにもDNAとヒストン間のイオン的な相互作用を制御する機能が
含まれると考えると､共重合体との機能の類似性に興味を抱く｡一方で､共重合体の鎖交換加速機能
を利用することで､新しい-塩基変異解析法の可能性が広がってきた｡DNA鎖の正しいフォールディ
ングを助ける上でも､共重合体が何らかの役割をしているかもしれない｡ここで用いた共重合体は､構
造を最適化したものとはほど遠い第一世代である｡合成高分子材料の利点は様々に構造をいじれる
点であり､今後､官能基の種類や分子量などの高分子構造を改変することでより機能の高い材料-進
化させることができよう｡尚､本稿で取り上げた研究は多くの共同研究者の努力の賜であることを記し､
感謝の意を表したい｡
(丸山厚､核酸シャペロン機能を持つ高分子設計とSNPs解析-の応用､Biolndustry,19,3846
(2002)より一部改訂して転載)
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